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内容

背景

航空路管制業務とRPD（Recognition-Primed 
Decision:再認の意思決定）モデルの関連付け

指示及び時間経過によるタスクレベルの変化

シミュレーション実験結果のグラフ

まとめ



背景
航空管制（航空保安業務）･･･安全≧効率

効率･･･機器性能・精度、交通制御、管制官等

管制官･･･同量・同質の交通 余裕 安全

空域の構造・設定間隔・

扱う航空機の情報取得・時間制約・状況・気象条件・経験

予測・問題解決のし易さ・方法選択（管制官の自由）

効果的な指示⇒（処理）過程＋結果 効率

効果的な指示とは？
指示の効果・業務の効率を可視化

RPD（再認による意思決定）



問題解決のし易さとRPDモデルとの対応

管制：問題解決のし易さ
RPDモデル
Variation

定型的な処理 基準タスク数 レベル2

定型的な処理 基準タスク数
+α（干渉機） +α

周波数移管 最低タスク数 レベル1

Variation 3
統合型（Var.2+3）

Variation 1

Variation 2

定型的な処理 基準タスク数
+α（干渉機） +α

+時間的制約 +回避等

Variation 3
統合型（Var.2+3）

レベル3

レベル４

必要タスク数

４段階のタスクレベル



再認先導型意思決定モデル

Variation 1（簡単な合致）

レベル1

高度変更 無
干渉機 無

航空路管制業務（レーダー対空席）
タスクレベル1

タスクレベルとRPDモデルの関連付け

変化する状況の中で、ある場面に遭遇

経験済みの典型的状況だと気付く
[原型 or 類似型]

再認は４つの副産物をもつ

予想・見込み予想・見込み
関連する
手がかり
関連する
手がかり

型通りの
動作

型通りの
動作

もっともな
目標

もっともな
目標

動作処理系列の実行動作処理系列の実行



指示の効果によるタスクレベルの変化

時刻

３ ２ １

３ ２ １

１

１３ ２ ３

入域 ⇒ 指示 ⇒ 効果 ⇒ 出域
（状況） （過程） （結果）

タスクレベルを下げる＝結果を出す

指示内容＋タイミング

A

B

B

B

AAA

BBB

CCC

DDD
効果が連動

A

同じレベルの意思決定を必要とする時間



時間経過に伴う注意配分エリア

3:18:00頃

3:25:00頃

AY
TLE

SNE

GTC
SDE

CHINO

イベント1

イベント2

イベント3

AY
TLE

SNE

GTC
SDE

CHINO

イベント1
イベント2

高いタスクレベルの発生場所

時間経過とともに移動・追加



3 :1 5 :0 0 3 :2 0 :0 0 3 :2 5 :0 0 3 :3 0 :0 0 3 :3 5 :0 0

3 :1 5 :0 0 3 :2 0 :0 0 3 :2 5 :0 0 3 :3 0 :0 0 3 :3 5 :0 0

J A L 1 2 0 1

N A L O 7 4 3

J A L 1 1 8 1

L Y C 4 0 5

K A L 0 2 6

C O A 9

N W A 9 0 7

A N A 0 1 1

A N A 5 0

J A L 3 0 4 7

A R G U S 7 4

Z E U S 0 2

IB X 3 0 5 2

P S D N 1 6

A N A 8 4 7

J A L 1 0 0 2

A N A 8 8 2

J A L 6 5 2

A N A 9 3 9 7

A D O 1 1

J A L 1 1 6 4

J A L 8 3 6

J A L 5 4 7

A N A 5 7 3

S A B 2 0 8

A N A 8 6 2

J A L 1 2 0 1

N A L O 7 4 3

J A L 1 1 8 1

L Y C 4 0 5

K A L 0 2 6

C O A 9

N W A 9 0 7

A N A 0 1 1

A N A 5 0

J A L 3 0 4 7

A R G U S 7 4

Z E U S 0 2

IB X 3 0 5 2

P S D N 1 6

A N A 8 4 7

J A L 1 0 0 2

A N A 8 8 2

J A L 6 5 2

A N A 9 3 9 7

A D O 1 1

J A L 1 1 6 4

J A L 8 3 6

A N A 5 7 3

S A B 2 0 8

A N A 8 6 2

J A 8 3 5 1

シミュレーション実験結果のタスク数グラフ化

イベント1
イベント2

イベント3
イベント4

イベント6

3:15:00 3:25:00 3:35:00



まとめ
航空路管制におけるレーダー対空席の必要タスク数を４段
階のレベルに分類し、RPDモデルに関連付けた

シミュレーション実験結果について、各航空機に必要とされ
るタスクレベルの状況をタスクバーによりグラフ化

処理の所要時間（バーの長さ）・効果的な指示（レベルダウン
の状況）・同時管制下機のタスク等が可視化

管制官の研修において、研修生のパフォーマンス評価資料
として活用

複数個所でのタスクの発生、状況によるタスクレベルの詳細
化を検討していく

現在、東北大学大学院で製作中の認知シミュレータ上にお
いて、タスク数のグラフを自動生成する機能を開発中



ありがとうございました
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